
平成 28年 2月 15日 

在アンゴラ日本国大使館 

医務官 麻生有二 

 

【医療情報】黄熱病の発生 

 

在留邦人の皆様、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。医療情報（黄熱病の発

生）についてWHOからの報告を元にお知らせ致します。 

 

WHO 

昨年 12月末に Vianaでの発生、死亡例が出てから今年に入りルアンダ市内にも感染が拡

大しております。2月 10日（現在）疑いを入れて 190人の感染者、37人の死亡が報告され

ています。 

 

ロイター通信 

現在 240人の感染者が出ており、死者が 50人との報道も見られます。原因として、経済

状況の悪化が影響している。特にルアンダ市内ではゴミ収集が滞り、マラリア、デング熱

などの感染症と共に増えていると伝えています。 

 

感染者の地域 

Luanda州、162人死亡 27人。 

【内訳】Viana 80人、Belas 21人,Cazenga 19人、Mianga 12人、Cacuaco 9人、 

Kiaxi 7人、Sambizanga 6人、Samba 4人、Rangel 2人 

Huila州 22人、Huambo州 8人、Uige州 2人、Kwanza Sul １人 

ルアンダ市内での感染者が増えています。 

 

注意 

 昨年 12月に Viana郊外の森、外国人労働者から感染者が出ています。ワクチン未接種と

の説明です。日本人全員が接種済みと思いますが、9ヶ月未満の乳児、妊婦、妊娠可能のあ

る方には接種ができませんのでご注意ください。 

 

予防 

ワクチン接種、Viana近郊の森林に近づかない。蚊は夜間で外に多い。夜テラスでの食事

に気をつける。 

 

パリでもワクチン接種ができ、40ユーロです。パスポートが必要です。 



●Centre de vaccinations internationales Air France 

所在地： 148, rue de l'Université - 75007 Paris（パリ 7区アンヴァリッド付近） 

電話: +33-1-43 17 22 00 

診察時間 8時 45分～18時（土曜は 16時まで、日曜は休み） 

 

●Roissy-Charles de Gaulle Centre Medical 

所在地：シャルルドゴール空港 Terminal 2 F、到着階、17番ゲート近く 

電話: +33-1-74 25 12 12 

診察時間 8時～20時 

 

●南アフリカのヨハネスブルグの空港クリニック、約 500ランド 

（接種せずにお金で証明書を取得する外国人がいるそうです。） 


